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【
投
票
で
き
る
人
】

　

現
在
の
住
所
で
投
票
で
き
る

人
は
、
昭
和
六
十
二
年
九
月
三

日
以
前
に
生
ま
れ
、
平
成
十
九

年
五
月
二
十
七
日
以
前
に
町
に

住
民
登
録
を
し
、
引
き
続
き
投

票
日
ま
で
に
町
内
に
住
民
登
録

の
あ
る
人
で
す
。

【
町
内
で
転
居
し
た
人
】

　

町
内
で
住
所
を
移
し
た
人

の
う
ち
、
平
成
十
九
年
八
月

二
十
七
日
以
降
に
転
居
の
届
け

出
を
し
た
人
は
、
旧
住
所
地
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
票
所
入
場
整
理
券
】

　

投
票
所
で
の
名
簿
確
認
を
早

め
る
た
め
、
有
権
者
に
「
投
票

所
入
場
整
理
券
」
を
郵
送
し
ま

す
。

　

こ
の
券
に
は
一
枚
に
つ
き
三

人
ま
で
の
有
権
者
と
投
票
所
な

ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
確
認

し
て
指
定
さ
れ
た
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。
券
が
届
か

な
い
と
き
や
紛
失
し
た
場
合
で

も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

【
投
票
所
で
の
サ
ー
ビ
ス
】

代
理
投
票

　

身
体
の
不
自
由
な
人
で
、
自

分
で
候
補
者
の
名
前
が
書
け
な

い
人
は
、
投
票
所
の
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

点
字
投
票

　

目
が
不
自
由
な
人
は
、
点
字

に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

【
投
票
所
へ
行
け
な
い
と
き
】

〈
期
日
前
投
票
〉

　

二
十
歳
以
上
の
人
で
、
仕
事

や
旅
行
な
ど
の
や
む
を
得
な
い

理
由
で
投
票
日
に
投
票
所
に
行

け
な
い
人
は
こ
の
制
度
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
日
前
投
票
を
す
る

場
合
は
、
不
在
者
投
票
と
同
様

に
投
票
用
紙
請
求
書
（
兼
宣
誓

書
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
投
票
期
間　

八
月
二
十
九
日

（
水
）
〜
九
月
一
日
（
土
）

●
投
票
時
間　

午
前
八
時
三
十

分
〜
午
後
八
時

●
投
票
場
所　

町
民
セ
ン
タ
ー

会
議
室

〈
指
定
病
院
等
で
の
不
在
者
投
票
〉

　

指
定
登
録
さ
れ
た
病
院
や
高

齢
者
施
設
等
に
入
院
・
入
所
中

の
人
、
出
張
な
ど
で
国
内
の
選

挙
人
名
簿
登
録
地
以
外
の
滞
在

地
に
い
る
人
は
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
（
投
票
期
間
は
期

日
前
投
票
と
同
じ
で
す
）

〈
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
〉

対
象
者　

表
に
あ
る
手
帳
を
持

ち
、
障
害
の
程
度
な
ど
が
該
当

す
る
人

９月２日は町長選挙の投票日
投票時間　午前７時～午後８時

町長選挙は、８月28日（火）に告示し、９月２日（日）が投票日です。
わたしたちの暮らしに、最も身近な選挙です。必ず投票してください。

※
選
挙
管
理
委
員
会
で
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
次
に
該
当
す
る
人
は
、

代
理
記
載
人
に
投
票
に
関
す
る

記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
身
体
障
害
者
手
帳
の
上
肢
ま

た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
一

級●
戦
傷
病
者
手
帳
の
上
肢
ま
た

は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
特
別

項
症
か
ら
第
二
項
症

郵便等で不在者投票ができる人
身体障害者手帳 障害の程度

両下肢・体幹・移動機能の障害 １級～２級
心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸の障害 １級～３級
免疫の障害 １級～３級

戦傷病者手帳 障害の程度
両下肢・体幹の障害 特別項症～第２項症
内臓機能障害 特別項症～第３項症

介護保険の被保険者証 区　　分
要介護状態区分 要介護５
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【
選
挙
公
報
】

　

候
補
者
の
政
見
や
経
歴
な
ど

が
わ
か
る
選
挙
公
報
は
、
八
月

三
十
日
（
木
）
の
新
聞
折
り
込

み
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

折
り
込
み
新
聞
は
、
朝
日
・

神
奈
川
・
産
経
・
東
京
・
日
本
経

済
・
毎
日
・
読
売
の
七
紙
で
す
。

　

未
購
読
で
選
挙
公
報
が
届
か

な
い
人
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
民
セ
ン
タ
ー
等
の

町
施
設
や
Ｊ
Ｒ
寒
川
駅
に
も
置

い
て
あ
り
ま
す
。

【
即
日
開
票
】

と
き　

投
票
日
の
午
後
九
時
か
ら

と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

※
町
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い

る
人
は
、開
票
の
観
覧
が
で
き
ま
す
。

【
投
・
開
票
速
報
】

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://www.town.sam
ukawa.

kanagawa.jp

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
７
４
）
１
１
１
１
内
線

５
６
１
FAX
（
７
４
）
９
１
４
１

コンビニエンスストア

料理店

文
具
店

ロビー

投　票　所
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年
間
保
険
料
と

仮
計
算
保
険
料

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
は

所
得
割
、
資
産
割
、
均
等
割
、

平
等
割
の
四
つ
の
計
算
区
分
ご

と
に
出
し
た
金
額
を
合
計
し
て

世
帯
ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
中
の
所
得
割
、

資
産
割
の
金
額
を
出
す
た
め
の

加
入
者
の
前
年
の
所
得
、
今
年

度
の
固
定
資
産
税
が
四
月
一
日

時
点
で
は
確
定
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
町
で
は
、
こ
の
内
容
が

確
定
す
る
日
以
降
の
八
月
一
日

に
年
間
保
険
料
を
決
定
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
す
で
に
四
月
分

か
ら
七
月
分
ま
で
の
保
険
料

（
仮
計
算
の
保
険
料
）
を
お
知

ら
せ
し
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て

は
、
今
回
決
定
し
た
保
険
料
か

ら
仮
計
算
の
保
険
料
を
差
し
引

い
た
残
額
を
、
八
月
か
ら
来
年

三
月
ま
で
の
八
カ
月
間
で
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
仮
計
算
の
保
険
料
が
、

今
回
決
定
し
た
保
険
料
を
上

回
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
差
額

を
還
付
し
ま
す
。
（
該
当
す
る

世
帯
に
は
後
日
通
知
し
ま
す
）

決
定
通
知
は
世
帯
主

あ
て
に
出
し
ま
す

　

四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
の
人

に
は
介
護
分
を
計
算
し
、
医

療
分
と
あ
わ
せ
て
請
求
し
ま
す
。

医
療
分
・
介
護
分
と
も
、
保

険
料
計
算
の
対
象
と
な
る
の
は
、

加
入
者
の
人
数
や
所
得
、
固
定

資
産
税
で
す
が
、
世
帯
主
が
国

保
加
入
者
で
な
く
て
も
納
入
義

務
者
は
世
帯
主
に
な
る
た
め
世

帯
主
に
請
求
し
ま
す
。

　

医
療
分
と
介
護
分
、
そ
れ
ぞ

れ
に
四
つ
の
区
分
の
金
額
を
計

算
す
る
た
め
の
料
率
に
つ
い
て

は
、
決
定
通
知
書
に
記
載
し
て

あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
ま
す
）

　

今
年
度
か
ら
医
療
分
の
限
度

額
を
改
正
し
、
こ
れ
ま
で
の

五
十
三
万
円
か
ら
五
十
六
万
円

に
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
分
の

限
度
額
九
万
円
と
併
せ
て
合
計

六
十
五
万
円
が
年
間
総
額
の
上

限
で
す
。

保
険
料
の
減
額

〈
法
定
の
減
額
〉

　

前
年
中
の
世
帯
の
所
得
金
額

が
一
定
以
下
の
場
合
、
保
険
料

が
自
動
的
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

●
前
年
の
所
得
金
額
が
三
十
三

万
円
以
下
の
場
合
、
均
等
割

額
・
平
等
割
額
の
六
割
を
減
額

●
前
年
の
所
得
金
額
が
三
十
三

万
円
に
加
入
者
一
人
に
つ
き

（
世
帯
主
を
除
く
）
二
十
四
万

五
千
円
を
加
算
し
た
額
以
下
の

場
合
、
均
等
割
額
・
平
等
割
額

の
四
割
を
減
額

　

こ
の
減
額
は
自
動
的
に
行
う

の
で
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
所
得
が
不
明
の
場
合

は
対
象
世
帯
か
判
断
で
き
な
い

た
め
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。
対
象

世
帯
は
決
定
通
知
書
の
「
均
等

割
軽
減
額
」
「
平
等
割
軽
減

額
」
に
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

〈
申
請
に
よ
る
減
額
〉

　

災
害
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り

生
活
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た

人
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
人

に
対
し
て
保
険
料
を
減
免
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
減
免

は
納
期
限
の
七
日
前
ま
で
に
申

請
が
必
要
で
す
。
該
当
世
帯
で

減
額
を
受
け
た
い
場
合
は
ご
相

談
下
さ
い
。

保険料の４つの計算区分とその内容
（医療分、介護分それぞれについて計算）

所得割 加入者の所得に応じて計算

資産割 加入者の固定資産税に応じて計算

均等割 加入者の人数に応じて計算

平等割 １世帯ごとに計算

限度額 医療分56万円、介護分９万円

８～３月に納める保険料総額
＝年間保険料－（４～７月分の仮計算保険料）
年間保険料
＝医療分（所得割＋資産割＋均等割＋平等割）＋介護分（該
当者がいる場合）（所得割＋資産割＋均等割＋平等割）
※８月１日以降に加入者の増減があったり、所得の修
正があったりした時は、年間保険料を再計算し、以降
に納めていただく保険料を調整し、通知します。

平
成
十
九
年
度
の

を
決
定
し
ま
し
た

　

今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
は
、
八
月
一
日
に
決
定
し
ま
す
。
各
世
帯
ご
と
の
決
定
通
知
書
は
八
月
中

旬
に
送
付
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
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医
療
費
総
額
は

　

国
民
健
康
保
険
は
、
も
し
も

の
と
き
の
た
め
に
、
加
入
者
の

皆
さ
ん
が
お
金
を
出
し
合
っ
て

助
け
合
う
制
度
で
す
。

　

こ
の
二
〜
三
年
は
一
人
当
た

り
の
医
療
費
が
毎
年
増
え
て
い

ま
す
。
（
表
１
参
照
）

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

が
医
療
機
関
に
か
か
る
と
、
他

の
制
度
等
で
医
療
費
の
補
助
が

な
い
場
合
、
窓
口
負
担
は
三
割

で
す
（
七
十
歳
以
上
の
人
は
一

割
ま
た
は
三
割
、
三
歳
未
満
の

人
は
二
割
）
。
例
え
ば
医
療
費

総
額
が
一
万
円
だ
っ
た
場
合
、

三
千
円
は
自
己
負
担
と
し
て
皆

さ
ん
に
請
求
さ
れ
ま
す
が
、
残

り
の
七
千
円
は
国
民
健
康
保
険

か
ら
医
療
機
関
に
支
払
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
自
己
負
担
分
が
一
定

以
上
の
金
額
に
な
る
と
、
高
額

療
養
費
と
し
て
国
民
健
康
保
険

か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。

医
療
費
が
増
え
る
と
保
険
料
も

増
え
る

　

医
療
機
関
が
受
け
取
る
診
療

報
酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
な
ど

の
制
度
改
革
が
あ
り
ま
し
た
が
、

医
療
費
総
額
は
増
加
し
て
い
て
、

町
国
民
健
康
保
険
が
負
担
す
る

金
額
も
増
え
て
い
ま
す
。
（
表

２
参
照
）

　

平
成
十
七
年
度
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
の
決
算

額
で
は
、
加
入
被
保
険
者
一

人
あ
た
り
の
受
診
件
数
は

約
十
二
・
五
件
で
、
年
間
の

保
険
診
療
に
関
す
る
費
用
は

二
十
四
万
四
千
五
百
九
十
六
円

で
し
た
。
（
表
３
参
照
）

　

国
民
健
康
保
険
は
、国
・
県
・

町
の
財
政
負
担
と
、み
な
さ
ん

が
納
め
る
保
険
料
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。医
療
費
な

ど
必
要
な
経
費
か
ら
、国
・
県
・

町
の
負
担
分
を
差
し
引
い
た
残

り
が
保
険
料
と
な
り
ま
す
の

で
、医
療
費
が
増
え
て
し
ま
う

と
、皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

保
険
料
の
総
額
も
増
え
て
し

ま
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
に
気
を
つ
け
よ
う

　

「
い
つ
も
と
体
調
が
違
う
け

ど
か
ぜ
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
医

療
機
関
を
受
診
し
な
か
っ
た
ら
、

病
気
が
進
行
し
て
い
た
。
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
保
険
料

を
下
げ
る
た
め
に
も
、
一
人
ひ

と
り
が
健
康
に
気
を
つ
け
、
病

気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
町
国
民
健

康
保
険
で
は
短
期
人
間
ド
ッ
ク

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対

象
者
へ
は
が
き
で
通
知
を
出
し

て
い
ま
す
。
普
段
診
療
を
受

け
て
い
な
い
が
、
大
丈
夫
か
な
、

と
い
う
人
は
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
し
て
健
康
管
理
に
活
用
く
だ

さ
い
。

保
険
年
金
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
２
１
国
保
担

当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

医
療
費
が

増
え
て
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
夜
間
及
び
休
日
納
付
相
談

　

納
付
が
困
難
に
な
っ
た
人
な
ど
で
、
通
常
の
業
務
時
間
に
相
談

で
き
な
い
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

納
め
忘
れ
た
保
険
料
の
納
付
も
で
き
ま
す
。

夜
間
納
付
相
談

八
月
二
十
日
（
月
）
〜
二
十
四
日
（
金
）
午
後
七
時
ま
で

休
日
納
付
相
談

八
月
二
十
六
日
（
日
）
午
前
九
時
〜
午
後
三
時
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地
震
な
ど
の
自
然
災
害
を
防

ぐ
こ
と
は
不
可
能
で
す
が
、
皆

さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
そ

の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
い
ざ
と
い
う
時
の

災
害
に
備
え
、
住
民
の
皆
さ

ん
と
防
災
関
係
機
関
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
大
規
模
地
震
発

災
型
対
応
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

家
族
や
地
域
の
人
と
一
緒
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

八
月
二
十
六
日
（
日
）

午
前
九
時
三
十
分
〜
十
一
時

三
十
分

と
こ
ろ　

町
立
一
之
宮
小
学
校

校
庭
お
よ
び
体
育
館

内
容　

避
難
訓
練
、
情
報
伝
達

訓
練
、
参
集
訓
練
、
給
水
訓
練
、

救
出
救
護
訓
練
、
応
急
復
旧
訓

練
、
消
防
操
法
訓
練

※
防
災
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
は

で
き
て
い
ま
す
か

　

い
ざ
避
難
、
と
い
う
と
き
に

必
要
な
も
の
は
用
意
し
て
あ
り

ま
す
か
。
水
や
食
料
は
賞
味
期

限
が
き
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
年

に
一
回
は
非
常
用
持
ち
出
し
品

の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
人
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

消
火
活
動
や
救
助
活
動
は
町

消
防
署
や
各
地
区
の
消
防
団
が

主
に
そ
の
任
に
あ
た
り
ま
す
が
、

大
規
模
な
災
害
に
な
る
と
出
動

要
請
が
多
く
な
り
す
べ
て
に
対

応
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま

す
。

　

こ
ん
な
時
は
地
域
の
力
を
発

揮
し
ま
し
ょ
う
。
消
火
や
救
助

は
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
被
害
が

小
さ
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
普
段
か
ら
隣
近
所
の
人
た

ち
と
顔
見
知
り
に
な
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
一
人
で
は

無
理
で
も
何
人
か
で
力
を
合
わ

せ
れ
ば
助
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

町
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
避

難
所
開
設
訓
練
や
救
出
救
護
訓

練
な
ど
も
行
い
ま
す
。
地
域
の

人
た
ち
と
災
害
に
対
す
る
備
え

を
万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

防
災
安
全
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
２
５
３
防
災
安

全
担
当
FAX
（
７
４
）
９
１
４
１

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
は

日
々
の
備
え
が
大
切
で
す

寒
川
町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

水
防
訓
練
を
実
施
し
災
害
に
備
え
て
い
ま
す

　

国
土
交
通
省
で
は
、
五
月
を
水
防

月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
こ
の
月
間
に
合
わ
せ
、
梅

雨
の
長
雨
や
集
中
豪
雨
、
台
風
の
大

雨
な
ど
に
よ
る
河
川
の
氾は
ん

濫ら
ん

、
溢い
っ

水す
い

な
ど
に
備
え
被
害
の
未
然
防
止
お
よ

び
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
町
職

員
の
水
防
訓
練
を
五
月
三
十
一
日
に

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
で
は
、
町
の
河
川
整
備
状
況
や
水
害
対
策
に
つ
い

て
講
義
を
受
け
、
ロ
ー
プ
の
結
び
方
と
土
の
う
づ
く
り
の
実
地

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
で
作
成
し
た
土
の
う
は
備
蓄

倉
庫
に
保
管
し
、
災
害
時
に
使
用
し
ま
す
。

ロープはしっかりと止められるよ
うな結び方にします

町総合防災訓練会場案内図

非常持ち出し品の例
●飲料水、食料は３日分（水は１人１日３リットル
必要といわれています）
●懐中電灯　　●貴重品　●雨具　●手袋
●健康保険証　●衣類　　●ひも　●笛
●携帯ラジオ　●缶切り　●電池
●応急医薬品　●ナイフ　●栓抜き
●洗面道具　　●タオル　●メモ用紙
●小物　　　　●防災ずきんやヘルメット
※乳幼児や高齢者など家族の状況に応じて常備薬や
おむつなど必要なものを用意しましょう。
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と
き　

九
月
十
五
日
（
土
）

と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

対
象　

七
十
八
歳
以
上
の
人

（
昭
和
四
年
九
月
十
五
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
）

開
場　

午
後
零
時
三
十
分
（
開

式
は
午
後
二
時
）

内
容　

記
念
式
典
、
歌
謡

シ
ョ
ー
・
漫
才

出
演　

歌
謡
シ
ョ
ー　

島
倉
千

代
子
、
漫
才　

コ
ン
ト
山
口
君

と
竹
田
君

※
対
象
者
に
は
、
八
月
末
日
ま

で
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
送
迎
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

対
象　

六
十
歳
以
上
七
十
七

歳
以
下
の
人（
昭
和
四
年
九
月

十
六
日
か
ら
昭
和
二
十
二
年
九

月
十
五
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
）

開
場　

午
後
五
時
（
開
演
午
後

五
時
三
十
分
）

内
容　

第
一
部
と
同
じ
（
記
念

式
典
は
あ
り
ま
せ
ん
）

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
の
往

信
側
裏
面
に
「
敬
老
会
希
望
」
、

応
募
者
の
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
（
連
絡
先
）
、

返
信
側
表
面
に
応
募
者
の
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
て
八
月
二
十
四

日
（
金
）
必
着
で
〒
２
５
３
＝

０
１
９
６
高
齢
介
護
課
へ
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
は
一
人
に
つ
き
一
枚
の

み
有
効
で
す
。

　

抽
選
に
よ
り
当
選
者
を
決
定

し
、
返
信
用
は
が
き
で
通
知
し

ま
す
。
（
七
十
五
〜
七
十
七
歳

の
人
は
優
先
し
ま
す
）

　

七
十
五
歳
以
上
の
人
で
、
当

日
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
に
も
、

記
念
品
を
渡
し
ま
す
。
次
の
期

間
に
必
要
書
類
を
持
っ
て
高
齢

介
護
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

九
月
十
八
日
（
火
）
〜

二
十
八
日
（
金
）

持
ち
物　

七
十
八
歳
以
上
の
人

は
案
内
状
、
七
十
五
〜
七
十
七

歳
の
人
は
、
八
月
末
日
ま
で
に

郵
送
す
る
記
念
品
に
つ
い
て
の

通
知

※
七
十
五
〜
七
十
七
歳
の
人
が

敬
老
会
に
参
加
す
る
に
は
第
二

部
へ
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

高
齢
介
護
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
５
６
高
齢
福

祉
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

七
十
八
歳
以
上
の
人
に
は
招
待
状

を
送
付
し
ま
す

　

第
一
部

　

第
二
部

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

〈返信を表にした見本〉

〈往信を表にした見本〉

50

50

〒253-0196

寒
川
町
役
場
高
齢
介
護
課
行

あ
な
た
の
住
所
・
氏
名

（
正
確
に
書
い
て
く
だ
さ
い
）

「敬老会希望」

住所

氏名

生年月日

電話番号（連絡先）

往復はがき書き方見本

九
月
十
五
日
に

敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

　

高
齢
者
の
人
を
た
た
え
て
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。
年
齢
に
よ
っ
て
参
加
の
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

※個別郵便番号（253-0196）を記載すれば
役場の住所はいりません。

往信

返信
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こ
の
調
査
は
、
相
模
線
利
用

者
の
推
移
を
把
握
し
、
増
発
な

ど
を
含
め
た
輸
送
力
向
上
や
相

模
線
活
性
化
に
関
す
る
活
動
の

資
料
と
す
る
た
め
、
二
年
に
一

度
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
四
十
八
年
か
ら
始
め
た

こ
の
調
査
は
今
年
十
八
回
目

で
今
回
は
、
三
駅
の
乗
降
客
総

数
が
一
万
九
千
三
百
八
十
三
人

で
過
去
最
高
の
利
用
者
数
で
あ

り
前
回
調
査
（
平
成
十
七
年
六

月
）
に
比
べ
千
五
百
三
十
一
人

（
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
増

と
な
り
、
増
加
傾
向
を
示
す
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

駅
別
に
み
る
と
、
寒
川
駅
で

前
回
調
査
よ
り
千
二
百
三
人
の

増
で
対
前
回
比
十
一
・
二
パ
ー

セ
ン
ト
と
高
い
伸
び
を
示
し
て

お
り
、
宮
山
駅
（
対
前
回
比

七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
）
と

倉
見
駅
（
対
前
回
比
二
・
〇

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
）
に
お
い
て

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

時
間
帯
別
で
は
、
通
勤
通
学

時
間
帯
（
四
〜
九
時
台
）
・

日
中
時
間
帯
（
十
〜
十
六
時

台
）
・
帰
宅
時
間
帯
（
十
七
〜

二
十
四
時
台
）
に
大
別
し
て
見

た
場
合
で
も
、
通
勤
通
学
時
間

帯
は
六
百
四
十
六
人
の
増
加
、

日
中
時
間
帯
は
二
百
五
十
四

人
の
増
加
、
帰
宅
時
間
帯
は

六
百
三
十
一
人
の
増
加
と
、
一

日
を
通
し
て
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
相
模
線
活
性
化
の

た
め
沿
線
自
治
体
と
共
に
、
Ｊ

　

町
で
は
六
月
二
十
一
日
に
町
内
Ｊ
Ｒ
相
模
線
三
駅
（
寒
川
駅
、
宮
山
駅
、
倉
見
駅
）
で
一
日
の
乗
降
客

数
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

相
模
線
利
用
者
が
増
加
、
過
去
最
高
に

Ｊ
Ｒ
相
模
線
乗
降
客
数
調
査

利用しやすい相模線になるよう要望しています

調査期間中の主な出来事
Ｓ57.11.29 橋上駅舎完成
 （寒川駅）
Ｓ59.３.31 西寒川支線廃止
Ｈ３.３.16 電化
Ｈ18.４.１ 寒川駅南口エスカ
 レーター・エレベー
 ター供用開始

Ｒ
東
日
本
に
対
し
て
複
線
化
や

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
利

用
者
の
利
便
向
上
に
向
け
た
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
利
用
者
拡
大
を
図
る
た
め
相

模
線
沿
線
ハ
イ
キ
ン
グ
等
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

企
画
政
策
部

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
２
３
２
企
画
調

整
担
当
FAX
（
７
４
）
９
１
４
１

寒川駅南口のエスカ
レーター

相模線乗降客数推移表
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バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
住
宅
へ
の

固
定
資
産
税
減
額
制
度
が
で
き
ま
し
た

　

平
成
十
九
年
度
の
税
制
改

正
に
よ
り
平
成
十
九
年
四
月
一

日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、一
定
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
完

了
し
て
、平
成
二
十
二
年
六
月

三
十
日
ま
で
に
申
請
し
た
住
宅

に
つ
い
て
は
、翌
年
度
分
の
固
定

資
産
税
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

要
件

●
平
成
十
九
年
一
月
一
日
以
前

に
建
築
さ
れ
た
住
宅
で
あ
る
こ

と●
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
が
居
住
し
て
い
る
こ
と
（
賃

貸
住
宅
を
除
く
）

　

•
六
十
五
歳
以
上
の
人

　

•
介
護
保
険
で
要
介
護
認
定

　
　

ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受

　
　

け
て
い
る
人

　

•
障
害
者
認
定
を
受
け
て
い

　
　

る
人

●
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

工
事
で
、
補
助
金
等
を
除
く
自

己
負
担
額
が
三
十
万
円
以
上
で

あ
る
こ
と

　

•
廊
下
の
拡
幅

　

•
階
段
の
勾こ
う

配ば
い

の
緩
和

　

•
浴
室
の
改
良

　

•
手
す
り
の
設
置

　

•
床
の
段
差
の
解
消

　

•
引
き
戸
、
折
り
戸
へ
の
取

　
　

り
換
え

　

•
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

減
額
の
内
容

　

一
戸
あ
た
り
百
平
方
メ
ー
ト

ル
相
当
分
に
つ
い
て
、
翌
年
度

分
の
固
定
資
産
税
を
三
分
の
一

減
額
（
一
戸
に
つ
き
適
用
は
一

回
限
り
）

申
し
込
み

　

要
件
に
該
当
し
、
減
額
を
受

け
た
い
人
は
、
工
事
着
手
前
に

必
ず
事
前
相
談
を
し
て
く
だ
さ

い
。
工
事
に
よ
っ
て
は
減
額
に

な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

正
式
申
請
は
、
工
事
完
了
後

三
カ
月
以
内
に
工
事
明
細
書
と

写
真
等
の
工
事
内
容
を
確
認
で

き
る
書
類
、
領
収
書
お
よ
び
印

鑑
を
持
っ
て
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

税
務
課
（
７
４
）１
１
１
１

内
線
４
１
４
資
産
税
担
当
FAX

（
７
４
）
１
３
８
５

隣
近
所
の
ご
み
事
情

ご
み
の
直
接
搬
入

※
事
業
系
の
ご
み
は
、
可
燃

ご
み
、
可
燃
粗
大
ご
み
の
み

受
け
入
れ
ま
す
。

●
不
燃
ご
み

持
ち
込
み
場
所　

一
之
宮
中

継
所

時
間　

日
曜
日
、
年
末
年
始

を
除
く
毎
日　

午
前
八
時

三
十
分
〜
午
後
四
時
（
正
午
〜

午
後
一
時
を
除
く
）

料
金　

搬
入
車
両
の
積
載
量

に
よ
り　

五
百
キ
ロ
グ
ラ
ム

ま
で
五
百
円
／
回
、五
百
キ
ロ

グ
ラ
ム
を
超
え
一
ト
ン
ま
で

千
円
／
回
、一
ト
ン
を
超
え
二

ト
ン
ま
で　

二
千
円
／
回

申
し
込
み　

事
前
に
環
境
課

へ
（
所
定
の
用
紙
に
搬
入
車

両
の
ナ
ン
バ
ー
、
搬
入
物
品

等
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
）

※
事
業
系
の
不
燃
ご
み
は
持

ち
込
め
ま
せ
ん
。

環
境
課

（
７
４
）
１
１

１
１
内
線
４
２
４
生
活
美
化

担
当
FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

40

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
住
宅
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
改
修
し
た
場
合
の
固

定
資
産
税
減
額
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

　

休
み
を
利
用
し
て
部
屋
の

掃
除
を
し
た
り
、
引
っ
越
し

を
し
た
り
し
て
大
量
の
ご
み

が
出
た
け
ど
、
指
定
の
収
集

日
ま
で
に
は
日
に
ち
が
あ
る
。

ご
み
置
き
場
に
は
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
大
き
い
ご
み
や

重
い
ご
み
が
あ
る
。
こ
ん
な

時
は
、
有
料
で
処
理
施
設
に

直
接
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

持
ち
込
み
方
法

●
可
燃
ご
み
、
可
燃
粗
大
ご

み
、
資
源
ご
み

持
ち
込
み
場
所　

ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー

（
７
４
）

５
５
４
７

時
間　

日
曜
日
、
年
末
年
始

を
除
く
毎
日　

午
前
八
時

三
十
分
〜
午
後
四
時
（
正
午
〜

午
後
一
時
を
除
く
）

料
金　

一
般
家
庭
ご
み　

一

キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
十
円
、

事
業
系
ご
み　

一
キ
ロ
グ

ラ
ム
あ
た
り
十
五
円
（
ど
ち

ら
も
最
低
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
か

ら
）
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五
月
十
二
日
か
ら
六
月
三
十

日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
に
寒
川

総
合
体
育
館
で
初
心
者
弓
道
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

「
定
年
後
の
趣
味
に
」
「
子

ど
も
に
や
ら
せ
た
い
と
思
っ

て
い
る
が
、
ま
だ
小
さ
い
の
で
、

ま
ず
は
自
分
た
ち
親
か
ら
始
め

よ
う
と
思
っ
た
」
な
ど
参
加
し

心
・
技
・
体
を
ひ
と
つ
に

初
心
者
弓
道
教
室
を
開
催

た
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
。

　

教
室
は
、
基
本
的
な
礼
節
や

歩
き
方
か
ら
始
ま
り
、
最

終
日
に
は
、
的
を
射
抜
く

ま
で
の
内
容
で
、
初
心
者

に
一
通
り
弓
道
を
体
験
し

て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
町
弓
道

　

七
月
十
六
日
に
浜
降
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
接
近
し
た
台

風
の
影
響
で
安
全
に
配
慮
し
た

形
で
の
開
催
と
な
り
、
今
年
は

菅
谷
、
倉
見
、
一
之
宮
八
幡
大

神
の
三
社
は
参
加
を
見
合
わ
せ
、

寒
川
神
社
の
神み
こ
し輿

一
基
の
み
で

し
た
。

　

例
年
、
ま
だ
夜
も
暗
い
時
間

に
発は
つ

輿よ

祭さ
い

が
行
わ
れ
、
田
端
ま

で
神
輿
を
担
ぎ
ま
す
が
、
今

年
は
発
輿
祭
が
夜
明
け
前
の
午

前
四
時
三
十
分
に
変
更
と
な
り
、

朝
日
に
見
送
ら
れ
て
、
寒
川
か

ら
茅
ヶ
崎
海
岸
へ
向

け
出
発
し
ま
し
た
。

　

茅
ヶ
崎
海
岸
で
は

高
波
の
た
め
神
輿

を
担
い
で
海
に
入
る

み
そ
ぎ
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
「
ド
ッ
コ
イ
、

ド
ッ
コ
イ
」
の
掛
け

声
で
各
神
社
の
神
輿

が
会
場
に
入
っ
て
く

る
と
見
物
客
が
神
輿

の
ま
わ
り
に
集
ま
り
、

会
場
は
最
高
の
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

協
会
加
藤
好
徳
会
長
は
「
（
弓

道
の
）
的
は
絶
対
に
動
か
な
い
。

執
着
せ
ず
に
心
を
落
ち
着
け
る

こ
と
が
肝
心
。
体
力
勝
負
で
は

な
い
の
で
年
を
と
っ
て
も
続
け

ら
れ
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

腕だけでなく全身で弓を
引きます

会場には８万人の見物客が集まりました

寒
川
美
術
協
会
展

絵
画
な
ど
を
展
示

　

六
月
十
六
日
か
ら
二
十
三
日

に
か
け
て
町
民
セ
ン
タ
ー
で
寒 ひときわ目を引く大きなアート

川
美
術
協
会
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
で
三
十
八
回
目
を
数
え

る
伝
統
あ
る
展
示
会
で
、
絵
画
、

彫
刻
、
陶
芸
な
ど
多
く
の
作
品

が
展
示
さ
れ
た
会
場
は
ギ
ャ
ラ

リ
ー
そ
の
も
の
で
し
た
。

創
陶
会
陶
芸
作
品
展

力
作
百
点
以
上
を
展
示

　

六
月
二
十
四
日
か
ら
七
月
一

日
ま
で
の
間
、
町
民
セ
ン
タ
ー

で
創
陶
会
陶
芸
作
品
展
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

創
陶
会
は
北
部
文
化
福
祉
会

館
な
ど
で
活
動
を
行
っ
て
い
る

サ
ー
ク
ル
で
、
全
会
員
は
八
十

名
く
ら
い
で
す
。

　

会
場
を
訪
れ
た
人
は
、
作
品

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

個性豊かな作品が並びます

浜降祭
台風の影響で内容を一部変更し開催
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わ
た
し
た
ち
は
、
平
成
元
年
に
赤
十
字
奉
仕
団
と
し
て

活
動
を
始
め
て
来
年
で
二
十
年
に
な
る
団
体
で
す
。
前
身

の
と
も
し
び
会
の
活
動
か
ら
は
、
三
十
年
以
上
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
団
員
は
八
十
八
人
い
ま
す
。
活
動
は
、
定
例
的
に

は
高
齢
者
サ
ロ
ン
の
開
催
、
献
血
奉
仕
、
施
設
訪
問
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
団
員
向
け
研
修
会

を
行
い
救
急
法
や
家
庭
看
護
の
仕
方
を
習
得
し
、
緊
急
時

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
災
害
時
に
は
、

炊
き
出
し
を
は
じ
め
と
し
た
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
活
動
は
「
す
べ
て
の
人
び
と
の
し
あ
わ

せ
を
ね
が
い
、
陰
の
力
と
な
っ
て
人
び
と
に
奉
仕
す
る
」

を
始
め
と
し
た
赤
十
字
奉
仕
団
信
条
を
も
と
に
行
う
奉
仕

活
動
で
す
。
今
後
は
地
域
の
現
状
に
沿
っ
た
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
人

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

五
島　

（
７
５
）
０
４
９
３

寒川町赤十字奉仕団

三角きんを使った応急手当の仕方を練習する団員

　

町
祭
囃
保
存
連
合

会
で
は
、
本
年
度
新

た
に
七
張
の
太
鼓
を

新
調
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
宝
く
じ
の

助
成
金
に
よ
っ
て
購

入
し
た
も
の
で
、
今

後
、
町
の
イ
ベ
ン
ト

や
祭
り
で
使
用
さ
れ

ま
す
。

七
張
の
太
鼓
を
新
調

町
祭

ま
つ
り

囃
ば
や
し

保
存
連
合
会

　

七
月
六
日
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
街
頭

啓
発
が
寒
川
駅
等
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
中
学
生
を
含
む
七
十
一
人
が
道
行
く
人

に
チ
ラ
シ
と
う
ち
わ
を
配
り
ま
し
た
。

明
る
い
町
を
つ
く
ろ
う

 

山
田
町
長
か
ら
う
ち
わ
を
受
け
取
る
こ
ど
も

新たな太鼓を前にする連合会会員

　

寒
川
で
採
れ
た
新
鮮
な
野

菜
を
使
っ
た
料
理
教
室
を
六

月
二
十
九
日
と
七
月
四
日
に
南

部
・
北
部
文
化
福
祉
会
館
で
そ

れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
地
域
で
作
っ
た
新
鮮

な
も
の
を
地
域
で
新
鮮
な
う
ち

に
お
い
し
く
食
べ
る
、
地
産
地

消
推
進
の
一
環
と
し
て
Ｊ
Ａ
さ

が
み
さ
わ
や
か
倶
楽
部
と
共
に

行
っ
た
も
の
で
す
。

　

「
日
ご
ろ
か
ら
買
い
物
を
す

る
と
き
に
は
生
産
地
を
気
に

し
て
い
ま
す
。
生
産
者
が
わ
か

る
と
こ
ろ
の
物
は
安
心
し
て
購

入
で
き
ま
す

ね
」
と
参
加

者
。

寒
川
産
の
野

菜
が
た
っ
ぷ

り
入
っ
た
料

理
に
参
加
者

は
満
足
な
様

子
で
し
た
。

寒
川
の
野
菜
を
お
い
し
く
食
べ
よ
う

鮮度バツグン　寒川産野菜を食べよう



広報さむかわ　2007. 8. 12

　

幼
児
期
は
体
は
小
さ
い
で
す
が
、ぐ

ん
ぐ
ん
成
長
す
る
た
め
に
体
重
一
キ
ロ

グ
ラ
ム
あ
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養

素
が
、大
人
の
ほ
ぼ
倍
必
要
で
す
。そ

の
た
め
、こ
の
時
期
の
お
や
つ
は「
四
番

目
の
食
事
」と
し
て
、三
度
の
食
事
に

加
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
素
を
取
り

入
れ
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。お
や
つ
＝

お
菓
子
で
は
な
く
、
「
四
番
目
の
食

事
」
と
し
て
、
果
物
や
お
に
ぎ
り
、
パ

ン
な
ど
を
お
や
つ
と
し
て
選
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。
飲
み
物
は
、
甘
み
の
な
い
麦

茶
や
牛
乳
に
す
る
こ
と
が
お
す
す
め
で

す
。

お
や
つ
の
量

　

子
ど
も
の
年
齢
、
体
格
、
運
動
量
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
こ
ど
も
の
片
手

の
手
の
ひ
ら
に
乗
る
く
ら
い
が
目
安
で

す
。

お
や
つ
の
時
間

　

昼
食
と
夕
食
の
間
は
長
い
の
で
、中

間
に
お
や
つ
を
持
っ
て
く
る
と
い
い
で

し
ょ
う
。量
が
多
す
ぎ
た
り
、だ
ら
だ

ら
食
い
を
し
て
い
る
と
、空
腹
感
が
な

く
、食
欲
が
低
下
し
ま
す
。食
事
の
二
〜

三
時
間
前
に
は
お
や
つ
が
終
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
、
「
お
な
か
が
す
い
た
」
と
、

食
事
を
し
っ
か
り
食
べ
て
も
ら
う
コ
ツ

で
す
。
夕
食
が
し
っ
か
り
取
れ
な
い
と
、

寝
る
前
に
空
腹
で
機
嫌
が
悪
く
な
っ
た

り
、
夜
食
を
食
べ
た
り
し
て
し
ま
い
ま

す
。
夜
食
を
取
る
と
、
朝
起
き
た
時
に

食
欲
不
振
を
招
き
や
す
く
、
悪
循
環
な

の
で
す
。

　

ま
た
、
夏
の
時
期
は
ど
う
し
て
も
、

ジ
ュ
ー
ス
や
ア
イ
ス
を
口
に
す
る
こ
と

が
増
え
ま
す
。
秋
の
乳
幼
児
健
診
で
は
、

虫
歯
の
子
が
増
え
る
傾
向
も
あ
り
ま
す

の
で
水
分
補
給
は
甘
み
の
な
い
も
の
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

お
や
つ
は

　

＊
時
間
と
量
を
決
め
て

　

＊
食
事
と
食
事
の
中
間
に

あ
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
だ
け
で
は
な

く
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
、
子
ど
も
の
お
や
つ
の
与
え
方
に
気

を
つ
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

健
康
課

内
線
１
６
３
健
康
づ
く
り

担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

　町内犯罪の88％が窃盗事件
　今年上半期（６月末まで）の犯罪の
発生状況を調べてみました。

全刑法犯罪 窃盗犯
寒川町 282 249（88%）
茅ヶ崎市 1,041 838（80%）

罪種別

市町別

街頭犯罪
路上
強盗 空き巣 自動

車盗
オート
バイ盗

自転
車盗

ひった
くり

寒川町　 0 10 19 19 62 11
茅ヶ崎市 0 22 16 36 319 40
※資料　茅ヶ崎警察署調べ。この資料は、罪種別分類や手口分析
等で時間を要する中、市町別に分けて提供をいただきました。

　犯罪は、全般的に減少し、検挙率は上昇しているよう
です。
　町内の犯罪傾向として、乗り物盗（自動車、オートバ
イ、自転車）が多発しています。「愛車」も我が家と同
様、しっかり鍵をかけ、駐車場を明るくする等防犯対策
を徹底しましょう。
「しめたかな　こころのかぎ　と　家のかぎ」
（H18防犯標語コンクール入選作品より）
防災安全課 内線２５１FAX（７４）９１４１

お
や
つ
は
四
番
目
の
食
事

譲ります
▶エレクトーン（ヤマハHS-5）▶インクカートリッ
ジ（エプソン）▶相和幼稚園男児冬用制服（LL）・夏
物体操着（130㎝）▶ベビーバギー（７カ月～２才
用）▶三輪車▶電子ピアノ

求めます
▶フルート▶電子ピアノ▶ふじ幼児園男児体操服
一式（100～120㎝）▶チャイルドシート▶掛布団、
敷布団▶ボウリングのボール（11～12ポンド）、
シューズ（25.5㎝）▶柔道着（2～3号）▶上皿は
かり（10㎏が計れるもの）▶倉見幼稚園女児制服
（100～110㎝）▶掛け軸

【平成19年７月11日現在】
　不用品の登録や斡

あっせん

旋は窓口、電話でお受けします。
町のホームページにも掲載しています。不用品の取
引は当事者同士の直接交渉となります。登録期間は
３カ月です。
町民課 内線172住民協働担当 FAX（74）5613

⑩
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文
書
館
の
写
真
資
料
室
に
は
、

二
千
百
本
あ
ま
り
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
を
専
用
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
保
管
し
て

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
町
史
編
さ
ん
事
業
の
過

程
で
、
寒
川
に
関
連
す
る
資
料
を
調

査
・
整
理
し
た
の
ち
に
撮
影
し
た
も
の

で
、
コ
マ
の
総
数
は
お
よ
そ
六
十
五
万

コ
マ
に
お
よ
ん
で
い
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
が
家
庭
で
大
切
に
保
存
し
て
き

た
資
料
の
ほ
か
、
自
治
会
の
資
料
、
寒

川
神
社
を
は
じ
め
と
す
る
神
社
や
寺
院
、

町
外
の
諸
機
関
な
ど
で
所
蔵
す
る
も
の

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
の
う
ち
所
蔵
者
の
許

可
を
得
た
も
の
は
閲
覧
で
き
ま
す
が
、

原
則
と
し
て
、
こ
の
フ
ィ
ル
ム
か
ら
専

用
の
薄
い
印
画
紙
に
焼
き
付
け
て
製
本

し
た
も
の
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
フ
ィ
ル
ム
は
、
万
一
も
と

の
資
料
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
で

も
、
そ
の
代
替
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、

フ
ィ
ル
ム
自
体
の
保
存
に
も
気
を
つ
け

て
お
り
、
湿
度
管
理
の
ほ
か
、
フ
ィ
ル

ム
を
巻
き
替
え
て
カ
ビ
が
付
き
に
く
く

す
る
な
ど
の
対
応
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
フ
ィ
ル
ム
の
中
身
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
て
活
用
す
る
作
業
に
も
と
り
か

か
っ
て
お
り
、
保
存
と
利
用
の
両
面
で

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
大
活
躍
し
て
い

ま
す
。

寒
川
文
書
館

（
７
５
）
３
６
９
１

FAX
（
７
５
）
３
７
５
８

http://w
w
w
.lib-arc.sam

ukaw
a.

kanagaw
a.jp

専用のキャビネットに格納して保存しているマイ
クロフィルム

　ロボット作りに関心を持つ人のための入門書です。ロボットと
は何か、から始まり実際にロボットを自作するために必要な事
柄について、多くの写真を使いながらわかりやすく解説していま
す。これからロボットを作ろうとする人におすすめの一冊です。

著　者　渡辺　嘉二郎、
　　　　小俣　善史
出版社　オーム社

ロボット入門

注目の一冊

図書館　文書館

3,055人 101.8人/日
（前月比 6.3 人 / 日増）

3,509人 117.0人/日
（前月比 3.2 人 / 日減）

６月の

コミュニティバス

利用状況

テレホンサービス
　行政ミニ情報　 （７４）１０１０
　テレホン童話　 （７４）１０１４
　今月の童話は「雷のむこになりそこなった話」です。

きらめきさむかわ　（ラジオ）
　レディオ湘南（83.1メガヘルツ）で町の情報を放送して
います。

放送日 毎週月曜日　９：00～９：30

再放送 毎週水曜日　20：30～ 21：00

輝け　さむかわ　（ケーブルテレビ）
　ジェイコム湘南のコミュニティーチャンネルで、町の
紹介をしています。
　今月は「まち探訪シリーズ②～倉見地区～」です。

放送日 ８月13日（月）～25日（土）

８：30～８：45　　12：00～12：15

17：00～17：15　　23：00～23：15

　８月２６日（日）に寒川町総合防災
訓練が行われる場所はどこでしょう？

① さむかわ中央公園
② 川とのふれあい公園
③ 町立一之宮小学校

　住みよい環境の実現を目指し７月１日に施行された条例は「寒川
町住みよい環境を守り育てるまちづくり条例」です。正解は①でした。
　正解者の中から抽選で次の人に記念品をお送りします。
中村米二郎さん（一之宮）／滝沢さち子（一之宮）／西岡
千鶴子さん（中瀬）
　ご応募ありがとうございました。

　　　　　　　はがきに８月号の答えを書いて８月15日
（水）までに〒253－0196寒川町役場広報情報課クイズさ
むかわ係へお送りください。

文
書
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

町 の 情 報 ・ 紹 介
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初
心
者
卓
球
教
室

と
き　

９
月
４
日
か
ら
14
日
ま
で

の
火
・
金
曜
日
（
全
４
回
）
午
前

９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

寒
川
総
合
体
育
館

対
象　

町
内
在
住
か
在
勤
の
高
校

生
以
上
の
人　

25
人
／
抽
選

講
師　

町
卓
球
協
会
会
員

費
用　

５
０
０
円
（
消
耗
品
費
）

持
ち
物　

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ

ケ
ッ
ト

申
し
込
み　

８
月
23
日
（
木
）
ま

で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
電
話
か

直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
でス

ポ
ー
ツ
振
興
課

内
線

５
４
２
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

sp
o
rts@

to
w
n
.sa
m
u
ka
w
a
.

ka
n
a
g
a
w
a
.jp

休
養
と
こ
こ
ろ
の
セ
ミ
ナ
ー

　

毎
日
元
気
に
明
る
く
生
活
を
楽

し
む
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
学
び

ま
す
。

と
き　

①
９
月
13
日
（
木
）
②

21
日
（
金
）
③
27
日
（
木
）
④
30
日

（
日
）（
①
は
午
前
10
時
〜
11
時
30

分
、②
〜
④
は
午
前
10
時
〜
正
午
）

と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

（
④
は
寒
川
総
合
体
育
館
）

対
象　

町
内
在
住
か
在
勤
の
人　

50
人
／
先
着
順

申
し
込
み　

８
月
13
日
（
月
）
か

ら
健
康
課
へ
電
話
か
直
接
、
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で

健
康
課

内
線
１
６
３
健
康
づ

く
り
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

初
心
者
向
け
リ
ボ
ン
レ
イ
教
室

　

リ
ボ
ン
レ
イ
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
を

作
っ
て
、
一
緒
に
ハ
ワ
イ
ア
ン
タ

イ
ム
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

９
月
６
日
（
木
）
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

北
部
文
化
福
祉
会
館

対
象　

町
内
在
住
か
在
勤
の
人
20

人
／
先
着
順

講
師　

渡
辺
笑
香
さ
ん
、
國
友
朋

奈
さ
ん　

リ
ボ
ン
レ
イ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー

費
用　

１
２
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

は
さ
み
、
針

申
し
込
み　

８
月
11
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

※
申
し
込
み
時
に
リ
ボ
ン
の
色

（
水
色
、
ピ
ン
ク
、
黄
色
の
い
ず

れ
か
）
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

●お問い合わせ先が役場の場合、役場の電話番号は省略してあ
ります。

●申し込みの時間は、特に記載のない場合午前８時30分から午
後５時までです。

●申し込み方法の記載がない場合は原則当日受け付けです。

●役場あて郵便物に個別郵便番号を記載すれば役場の住所はい
りません。

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

ふ
す
ま
の
張
り
替
え
講
習
会

　

ふ
す
ま
の
張
り
替
え
の
基
礎
的

な
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
す
。

と
き　

８
月
28
日
（
火
）
〜
30
日

（
木
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時と
こ
ろ　

町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
内
在
住
で
全
日
程
参
加

で
き
る
60
歳
以
上
の
人　

10
人
／

抽
選

費
用　

１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み　

８
月
20
日
（
月
）
ま

で
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で

（社）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
７
４
）
７
６
２
２
FAX
（
７
３
）

０
０
３
３

団
塊
世
代
学
級

男
の
身
だ
し
な
み
教
室

　

顔
の
お
手
入
れ
等
に
つ
い
て
体

験
学
習
し
ま
す
。

と
き　

９
月
15
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象　

町
内
在
住
か
在
勤
の
50
歳

以
上
の
人　

25
人
／
先
着
順

申
し
込
み　

８
月
25
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

ふるさと祭り in さむかわ
とき　８月19日（日）午後３時～８時（雨天
決行）
ところ　さむかわ中央公園
内容　そうめん流し、ビアガーデン、模擬店
コーナー、県人会物産販売、ステージイベン
ト、盆踊りなど

寒川商業協同組合（町商工会内）
（７５）０１８５

今
年
も
や
り
ま
す
そ
う
め
ん
流
し



広報さむかわ　2007. 8.15

お
も
し
ろ
科
学
教
室

　

手
作
り
聴
診
器
で
、
牛
や
豚
、

鶏
の
心
臓
の
音
を
聞
い
た
り
、
超

音
波
診
断
機
で
家
畜
の
体
内
の
様

子
の
観
察
し
た
り
、
一
日
獣
医
師

体
験
を
し
よ
う
。

と
き　

８
月
22
日
（
水
）
午
前
９

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

県
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー

（
海
老
名
市
本
郷
３
７
５
０
）

対
象　

小
学
４
〜
６
年
生　

20
人
／

抽
選

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
、
住

所
、
氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
を

記
入
し
て
、
８
月
13
日
（
月
）
ま

で
に
〒
２
４
３
＝
０
４
１
７
海
老

名
市
本
郷
３
７
５
０　

県
畜
産
技

術
セ
ン
タ
ー
企
画
経
営
部
企
画
調

整
グ
ル
ー
プ
へ
郵
送
で

県
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
企
画

経
営
部
企
画
調
整
グ
ル
ー
プ

０
４
６
（
２
３
８
）
４
０
５
６

甲
種
防
火
管
理
者
取
得
講
習
会

　

防
火
管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ

る
見
込
み
の
人
を
対
象
に
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

９
月
27
日
（
木
）
、
28
日

（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

寒
川
総
合
体
育
館

定
員　

１
５
０
人
／
先
着
順

費
用　

６
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

申
し
込
み　

８
月
24
日
（
金
）
か

ら
〒
２
３
１
＝
０
０
２
３
横
浜
市

中
区
山
下
町
１
シ
ル
ク
セ
ン
タ
ー

内　

（財）
県
消
防
設
備
安
全
協
会

０
４
５
（
２
０
１
）
１
９
０
８
FAX

０
４
５
（
２
１
２
）
０
９
７
１
へ

直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

※
申
し
込
み
用
紙
は
、
消
防
本
部

予
防
課
に
あ
り
ま
す
。

消
防
本
部
予
防
課

（
７
５
）

８
０
０
２
予
防
担
当
FAX
（
７
５
）

８
０
８
０

「
水
の
あ
る
風
景
」
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
作
品

　

人
と
水
と
の
ふ
れ
あ
い
、
水
が

写
っ
た
美
し
い
風
景
な
ど
、
力
作

を
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ　

水
道
や
水
へ
の
理
解
と

関
心
を
高
め
る
よ
う
な
「
水
の
あ

る
風
景
」

内
容　

●
県
営
水
道
給
水
区
域
と

県
内
水
源
地
域
で
撮
影
し
た
も
の

で
水
（
海
は
除
く
）
が
写
っ
て
い

る
も
の
、
ま
た
は
県
内
水
源
で
あ

る
河
川
や
ダ
ム
、
湖
（
相
模
川
・

酒
匂
川
お
よ
び
そ
の
支
流
、
相
模

ダ
ム
・
相
模
湖
、
城
山
ダ
ム
・
津

久
井
湖
、
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
・
宮
ヶ
瀬

湖
、
三
保
ダ
ム
・
丹
沢
湖
）
が

写
っ
て
い
る
も
の
●
フ
ィ
ル
ム
カ

メ
ラ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
携
帯

電
話
カ
メ
ラ
の
い
ず
れ
か
で
撮
影

し
た
２
Ｌ
サ
イ
ズ
程
度
の
も
の

応
募
方
法　

題
名
、
撮
影
年
月
日
、

撮
影
場
所
、
作
品
コ
メ
ン
ト
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番

号
を
記
入
し
た
も
の
を
作
品
の
裏

面
に
張
り
つ
け
、
９
月
７
日
（
金
）

ま
で
に
〒
２
３
１
＝
８
５
８
８

県
企
業
庁
企
画
広
報
室
「
水
の

あ
る
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

係
へ
郵
送
で
（
住
所
は
省
略
可
）

県
企
業
庁
企
画
広
報
室

０
４

５
（
２
１
０
）
７
０
２
７

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

茅
ヶ
崎
・
寒
川
児
童
作
品

　

子
ど
も
ら
し
く
い
き
い
き
と
し

て
い
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品　

絵
画
の
み
（
鉛
筆
、

色
鉛
筆
は
不
可
）

作
品
サ
イ
ズ　

Ｂ
３
（
54
×
38
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
縦
横
自
由
）

題
名　

自
由

対
象　

小
学
生

応
募
方
法　

９
月
10
日
（
月
）
ま

で
に
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
茅
ヶ
崎
・
寒

川
児
童
作
品
展
実
行
委
員
会
柘
植

へ
電
話
で

展
示
期
間　

10
月
12
日
（
金
）
〜

16
日
（
火
）

展
示
会
場　

ジ
ャ
ス
コ
茅
ヶ
崎
店

（
茅
ケ
崎
市
茅
ヶ
崎
３
ノ
５
ノ
16
）

※
努
力
作
に
は
賞
を
贈
り
ま
す
。

優
秀
作
品
は
県
の
会
場
ま
た
は
熱
海

の
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
で
展
示
し
ま
す
。

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
茅
ヶ
崎
・
寒
川

児
童
作
品
展
実
行
委
員
会　

柘
植

（
７
４
）
４
３
０
１

町
技
能
者
表
彰
対
象
者

　

町
で
は
技
能
、
技
術
の
錬
磨
お

よ
び
後
進
の
育
成
な
ど
に
貢
献
さ

れ
た
人
を
表
彰
し
ま
す
。

対
象　

町
内
在
住
か
事
業
所
に
従

事
ま
た
は
町
内
の
事
業
に
関
わ
っ

て
い
る
次
の
表
彰
基
準
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

〈
優
秀
技
能
者
表
彰
〉

　

同
一
の
業
種
に
20
年
間
以
上
従

事
し
優
れ
た
技
能
を
持
ち
、
他
の

模
範
と
認
め
ら
れ
る
人
で
、
か
つ

引
き
続
き
そ
の
職
種
に
従
事
す
る

人〈
技
能
功
労
者
表
彰
〉

　

同
一
の
業
種
に
30
年
間
以
上
従

事
し
、
優
れ
た
技
能
を
持
ち
、
他

の
模
範
と
認
め
ら
れ
、
指
導
的
な

立
場
に
あ
る
人
で
、
か
つ
優
秀
技

能
者
表
彰
を
受
け
た
日
か
ら
５
年

以
上
経
過
し
た
人

申
請
方
法　

産
業
振
興
課
に
あ
る

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

８
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
同
課
へ

直
接

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

産
業
振
興
課

内
線
２
８
５

労
政
担
当
FAX
（
７
４
）
２
８
３
３

新
潟
県
中
越
沖
地
震
の

被
災
者
支
援

　

町
で
は
、
新
潟
県
中
越
沖
地

震
で
被
災
さ
れ
た
人
た
ち
へ
の

義
援
金
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
支
援
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
金
箱
設
置
場
所　

町
民
課
、

寒
川
町
公
民
館
、
町
民
セ
ン

タ
ー
、
北
部
・
南
部
文
化
福
祉

会
館
、
寒
川
総
合
図
書
館
、
寒

川
総
合
体
育
館

企
画
政
策
部

内
線
２
３
１

企
画
調
整
担
当
FAX
（
７
４
）

９
１
４
１
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さ
む
か
わ
歌
謡
ま
つ
り

　

寒
川
歌
謡
連
盟
所
属
の
歌
謡
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
歌
の
発
表
会
で
す
。

と
き　

８
月
12
日
（
日
）
午
前
10

時
開
演

と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

寒
川
歌
謡
連
盟
事
務
局　

舛
水

（
７
２
）
５
６
８
６

お
は
な
し
広
場

　

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
行
い
ま
す
。

と
き　

●
８
月
10
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
15
分
（
幼
児
向

け
）
●
25
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
（
小
学
生
向
け
）

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

親
子
で
楽
し
む
紙
芝
居

　

「
紙
し
ば
い
パ
チ
パ
チ
座
」
に

よ
る
紙
芝
居
や
手
遊
び
を
し
ま
す
。

と
き　

８
月
25
日
（
土
）
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

寒
川
町
公
民
館

対
象　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と

そ
の
親

寒
川
町
公
民
館

（
７
５
）

０
０
２
１
FAX
（
７
５
）
２
５
８
５

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

病
気
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事

由
に
よ
り
、
保
護
者
が
義
務
教
育

諸
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶

予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人
、
義
務

教
育
諸
学
校
を
卒
業
で
き
な
か
っ

た
人
ま
た
は
卒
業
で
き
な
い
と
見

込
ま
れ
る
人
な
ど
に
対
し
、
中
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど

う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
行
わ
れ

ま
す
。
合
格
者
に
は
高
等
学
校
の

入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

と
き　

11
月
５
日
（
月
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
40
分

と
こ
ろ　

か
な
が
わ
県
民
セ
ン

タ
ー
（
横
浜
市
神
奈
川
区
鶴
屋
町

２
ノ
24
ノ
２
）

対
象　

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

申
し
込
み　

９
月
11
日
（
火
）
ま

で
に
県
教
育
委
員
会
へ
直
接

県
教
育
委
員
会

０
４
５

（
２
１
０
）
１
１
１
１

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格

更
新
に
つ
い
て

　

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）
の
資
格
に
５
年
間
の
有

効
期
間
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

有
効
期
間
満
了
日
以
降
も
介
護

支
援
専
門
員
の
資
格
を
要
す
る
業

務
を
さ
れ
る
人
は
更
新
の
た
め
の

研
修
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.kanagaw

a.

jp
/o
s
ira
s
e
/tiik

ih
o
k
e
n
/

keam
ane/index.htm

l

県
地
域
保
健
福
祉
課

０
４
５

（
２
１
０
）
４
７
５
５

町
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
受
給
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

現
在
、
配
布
し
て
い
る
受
給
者

証
は
９
月
30
日
で
有
効
期
限
が
終

了
し
ま
す
。

　

対
象
の
人
に
は
９
月
下
旬
ま
で

に
新
し
い
受
給
者
証
を
送
付
し
ま

す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人　

●
身
体
障
害
者
手
帳
所
持

者
の
う
ち
１
級
か
ら
４
級
の
人

●
療
育
手
帳
所
持
者
の
う
ち
Ａ
１
・

Ａ
２
、
Ｂ
１
の
人
●
知
的
障
害
と

認
定
さ
れ
た
知
能
指
数
が
50
以
下

の
人福

祉
課

内
線
１
３
３
障
害
福

祉
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

平
和
展
開
催

　

町
で
は
核
兵
器
も
な
い
、
戦
争

も
な
い
、
平
和
な
21
世
紀
を
次
の

世
代
に
伝
え
る
た
め
、
平
和
展
を

開
催
し
ま
す
。

　

平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

と
き
・
と
こ
ろ　

①
８
月
22
日

（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分　

寒
川
総
合
体
育
館
②
８
月
23

日
（
木
）
〜
26
日
（
日
）
南
部
文

化
福
祉
会
館

内
容　

①
２
０
０
７
ピ
ー
ス
ト
レ

イ
ン
さ
む
か
わ
参
加
者
に
よ
る
報

告
、
民
間
平
和
活
動
団
体
に
よ

る
活
動
報
告
、
ビ
デ
オ
上
映
②

２
０
０
７
ピ
ー
ス
ト
レ
イ
ン
さ
む

か
わ
参
加
者
に
よ
る
壁
新
聞
の
展

示
、
民
間
平
和
活
動
団
体
に
よ
る

活
動
報
告
の
展
示

※
広
島
平
和
記
念
資
料
館
所
有

「
子
ど
も
た
ち
の
平
和
ポ
ス
タ
ー
」

を
両
会
場
で
展
示
し
ま
す
。

町
民
課

内
線
１
７
１
住
民

協
働
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

　県が作成した相模川流域下水道の都市計画の変
更案が縦覧できます。
　またこの案に対し、縦覧期間内に県知事に意見
書を提出することができますので、各縦覧場所に
郵送またはお持ちください。（郵送は最終日必着）
※意見書の用紙は、各縦覧場所にあります。

とき　８月10日（金）～24日（金）（土、日曜
日は除く）午前８時30分～午後５時15分
縦覧できるところ　県都市計画課（横浜市中区日
本大通１）、町役場都市計画課

●県都市計画課 ０４５（２１０）６１７５
●都市計画課 内線２７２都市計画担当

相模川流域下水道の変更に係る
都市計画の案の縦覧のお知らせ
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ふ
く
し
村
ま
つ
り

と
き　

８
月
26
日
（
日
）
午
後
３

時
30
分
〜
６
時
50
分

と
こ
ろ　

湘
南
ふ
く
し
村
（
藤
沢

市
獺
郷
１
０
０
８
）

内
容　

地
域
の
人
の
太
鼓
演
奏
、

盆
踊
り
、
模
擬
店
、
抽
選
会
、
打

ち
上
げ
花
火
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

（福）
光
友
会

０
４
６
６（
４
８
）

１
５
０
０

地
域
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン

へ
の
意
見
募
集

　

県
で
は
、
地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
た
「
地
域
づ
く
り
推
進
プ
ラ

ン
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
提
案
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

８
月
17
日（
金
）ま
で

※
詳
し
い
内
容
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.kanagaw

a.

jp/osirase/seityo/suishinplan/

an/index.htm
l

湘
南
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー

０
４
６
３
（
２
２
）
２
７
１
１

企
画
県
民
部
企
画
調
整
課

８月　
１日㈬ 機能訓練からだ／夏休みおはなし図書館／小学生サマースクー

ルちびっこ手芸教室

２日㈭ ７か月児相談／こども工作教室／夏休みおはなし図書館／小学生
サマースクールちびっこ手芸教室／高齢者健康トレーニング教室

３日㈮ 食生活改善推進講座／夏休みおはなし図書館／小学生サマース
クールちびっこ手芸教室

４日㈯ 夏休みおはなし図書館／小学生サマースクールちびっこ手芸教室・
夏休みこども映画会／囲碁・将棋教室／一之宮八幡大神屋台巡幸

５日㈰

６日㈪

７日㈫ １歳６か月児健診／夏休みおはなし図書館

８日㈬ 小学生料理教室／運動ボランティア体操教室／夏休みおはなし
図書館／寒川納涼花火大会

９日㈭ あそびの広場／夏休みおはなし図書館／高齢者健康トレーニン
グ教室

10日㈮ 機能訓練ことば／夏休みおはなし図書館／おはなし広場／総合
図書館夏休み特別企画「世界の絵本にふれてみよう」〔～31日〕

11日㈯ 夏休みおはなし図書館／ちびっこクラフト教室／百人一首かる
た教室

12日㈰

13日㈪

14日㈫

15日㈬

16日㈭ 夏休みおはなし図書館／高齢者健康トレーニング教室

17日㈮ 夏休みおはなし図書館

18日㈯ 夏休みおはなし図書館／小学生サマースクール親子ボクシング
教室・ちびっこクラフト教室／囲碁・将棋教室

19日㈰ 商業協同組合ふるさと祭り

20日㈪ 国民健康保険料夜間納付相談

21日㈫
こどもの心の相談／３歳６か月児健診／夏休みおはなし図書館
／小学生サマースクールちびっこ絵画教室／国民健康保険料夜
間納付相談

22日㈬ 夏休みおはなし図書館／小学生サマースクールちびっこ絵画教
室／夏休みおはなし会／国民健康保険料夜間納付相談

23日㈭ 夏休みおはなし図書館／高齢者健康トレーニング教室／国民健
康保険料夜間納付相談

24日㈮ 育児相談／夏休みおはなし図書館／国民健康保険料夜間納付相談

25日㈯ 夏休みおはなし図書館／おはなし広場

26日㈰ 寒川町総合防災訓練（一之宮小学校）／国民健康保険料休日納付
相談

27日㈪

28日㈫ ベビーマッサージ／夏休みおはなし図書館

29日㈬ 成人の健康診査②／夏休みおはなし図書館／夏休みおはなし会

30日㈭ あそびの広場／夏休みおはなし図書館／高齢者健康トレーニン
グ教室

31日㈮ 夏休みおはなし図書館／町・県民税第２期、国民健康保険料、保育
料、介護保険料納付期限

　７月11日に北部文化福祉会館で
ブックトーク講習会が開かれまし
た。これは子どもに本の面白さ、魅
力を伝えるための方法を学ぶ講座
で、まずは講師の手本から。テーマ
に沿った様々な種類の本を時に小

道具を使いながらリズムよく紹介していきます。
参加者は、講習会に参加というよりもまさにブッ
クトークに参加しているよう。講師の話しに引き
込まれます。「すばらしいブックトークなので寒
川の子どもたちにも体験させたい」と参加者。講
師からは「なかなか仲間が増えません。まずは1
冊から皆さんもやってみましょう」と仲間づくり
への呼びかけがありました。

　今年の花火大会は８月８日です。
昨年は中央公園の築山の上で大勢
の人たちと一緒に花火を見ました。
夜空いっぱいに花火が広がるたび
に歓声があがるのが楽しかった思
い出があります。でも山の斜面に

ずっと立っていたので家に帰ると足腰が痛くなっ
てしまいました。今年はどこで見ることになるの
でしょうか。（Ｃ）

そ
の
他

そ
の
他
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トノサマかダルマか？

　町内の田んぼは、生き物の生活場所として重要
な場所です。
　その田んぼを生活の場所としている生き物にカ
エルがいます。
　カエルの中で特に有名なのはトノサマガエルです。

　　右の写真は何カエル？

　トノサマガエルにそっく
りなこのカエル、実はトウ
キョウダルマガエルといいます。
　生息数が減っており、県のレッドデータ生物調
査では絶滅危

き　ぐ

惧Ⅱ類とされています。
　トノサマガエルは関東地方より西に生息してお
り、寒川で見られるのはこのトウキョウダルマガ
エルで、今年も水田に水が入って元気な鳴き声が
聞こえました。
　しかし、環境の変化による生息数の減少以外に
も、最近外国でカエルなど両生類に壊滅的打撃を
与えているカビ(ツボカビ)の日本への侵入による
影響も心配されています。
環境課 内線４２１環境保全担当FAX（７４）１３８５

寒川町食生活改善推進団体　石井 （７５）６３６８

米　カップ２／ナス　４本／大葉　10枚／サラダ油　
大さじ２／スライスチーズ（とろけるタイプ）　４枚／
かつおぶし　５g／いりゴマ　大さじ１
（A）だし汁　大さじ２／砂糖　大さじ１／みりん　
大さじ２／酒　大さじ２／しょうゆ　大さじ２

①米は普通に炊いておく。
②ナスは、へたを切り落とし縦半分に切
り、さらに、へたより１㎝残して厚み
を２等分する。

　２等分した上の部分の中心に切り込み
を入れる。

　大葉は６枚のみ千切りにする。
③フライパンにサラダ油を熱し、ナスを
入れて表面がうっすらキツネ色になる
まで焼く。

④③に（Ａ）の調味料を順に入れて加熱
し、ナスにからめる。

⑤火を止め半分に切ったチーズを④の切
り込みの間に挟む。

⑥器にご飯を盛り大葉を敷き、ナスを２
個（１本分）のせてタレをかける。

⑦かつおぶしといりゴマ、千切りにした
大葉をかざる。

作り方

材料　４人分

◆
本
誌
は
資
源
保
護
の
た
め
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

１人分あたり500kcal・塩分1.8g

ナスのチーズ丼（夏野菜を使って）

人　口 4 7 , 5 2 0 人 （ 2 0人増）

世　帯 1 7 , 5 3 7 世帯 （ 7世帯増）
（　）内は前月との比較　

７月１日の人口と世帯

身近な食材を使ってボリュームのある丼物が仕上がります。

●町公式ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp

●携帯電話用ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/imodo/index.html

　おじいちゃんおばあちゃんと孫、一家の写真も
募集しています。
　写っている人の名前、年齢、住所、応募者の連
絡先とコメントを記入して、広報情報課まで郵送
か持参してね。Eメールでも受け付けます。

（左）　石原　美和さん（大曲）
（左中）石原　百合彩ちゃん　４歳（大曲）
（中）　小宮　百花ちゃん　３歳（中瀬）
（右中）小宮　琴葉ちゃん　６カ月（中瀬）
（右）　小宮　延代さん（中瀬）

みんなの写真館

おいしく楽しく健康に

いつも仲良く
遊んでまーす！


